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夢の
     

へ        
 
   



 
         「夢のキッズミュージアム」がいつか中野に常設できることを願って・・・ 
               

 
 
 
 
 
 
 
 
 

人気のキッズコースター

キッズカフェでの
パフォーマンス

楽しい交流の森



           中埜 博 
 
１．最初の提言は、この報告書を、販販売すべきです。 
 

 
２．次の提言は、ゼロキッズの活動はどうしても、「キッズミュージアム」に結びつい
ていかなければならないと言うことです。 
 

 
３．次の提言は、今回の成功の熱が冷めないうちに、直ぐ実現できるキッズミュージア
ムの実現に繋がることに取りくむことです。それは、「キキッズママ・カフェ」でしょう。 
 



 
４．最後の提言は、「キキッズユニオン」です。 
    

    

 
 
 
 
 
 



今回の「夢のキッズミュージアム」では、 
① 

 
② 

 
③  
④ 

 
⑤ 

 
 

こどもたちの、こどもたちによる、
こどもたちのための拠点とは、どんな場であるのか？
その場は、具体的にはどんな形や空間になるか？

。



 
   主催：
 後援：

 
：2007 年３月２４日（土）２５日（日） 
：なかの ZERO 西館美術ギャラリー１，２(1F 175 ㎡、 2F 105 ㎡)          

：

＜参加協力団体＞ 
 団体名 情報 準備 ブ ー

ス 出
店 

ワ ー
ク シ
ョ ッ
プ 

パ フ
ォ ー
マ ン
ス 

備考 

1 Art Dorce ●      
2 阿佐ヶ谷ジャズストリート ●  ●    
3 あすとらいあ・すぴりっつ ●      
4 アフタフ・バーバン ●      
5 いせフィルム ●      
6 映像館 ●      
7 エイブルアートジャパン ●      
8 NPO 支援センターすぎなみ ●      
9 演劇企画くすのき ●      
10 小田原女子短大 ● ● ● ●   
11 オルタスジャパン ●      
12 （株）音楽之友社 ●      
13 CAP ユニット ● ● ●    
14 吉祥寺 MOMO プロジェクト ● ● ●    
15 グルッポ・ディ・ウィズ ●      
16 グローバルシアター和の輪 ●      
17 劇団仲間 ● ● ●    
18 劇団未来劇場 ●      
19 子育て応援団ゼロプロジェクト ●  ●    
20 子ども劇団わくわく ● ● ●  ●  
21 ざ・ほっぴぃ ● ●   ●  
22 社会資源再生協議会 ● ● ●    
23 ジャンベパラドゥンカ ● ●   ●  
24 松栄楽器 ● ●     
25 杉並フットボールクラブ ● ● ●    
26 Studio-neo ●      



27 TAM オフィス ●    ●  
28 地域学習協会 ● ● ● ● ●  
29 TEIJIN ● ●     
30 伝承文化研究所 ● ● ● ●   
31 東京えびす連 ●      
32 東京演劇集団 風 ● ● ●    
33 東京環境構造センター ● ●     
34 東京工芸大学映像学科有志 ● ●     
35 東京書籍印刷（株） ●      
36 東京土建組合中野支部 ● ●     
37 どんきい劇場 ● ● ● ● ●  
38 中野元気力発伝所 ●      
39 中野すまいの相談室 ● ●     
40 中野ハナミズキの会 ● ● ●    
41 西荻まちメディア ●      
42 日本オーケストラ連盟 ●      
43 ぱらぱらマンガ友の会 ● ● ● ●   
44 ばりちゃんず ● ● ● ● ●  
45 パワー・キャット ●      
46 パントマイムクリエイションマリオ ●    ●  
47 ブランニューダンスマーケット ●      
48 ほねぶとネット ●      
49 ma-navisioners ● ● ● ● ●  
50 ミニ・ミュンヘン研究会 ●      
51 （財）民間放送協会 ●      
52 もみじやま絵画教室 ● ●     
53 森の学級 ● ● ●    
54 ユージン・ミュージック・プランニング ●      
55 ヨイサの会 ●    ●  
56 らふと ●      
57 LOTTE ● ●     
58 ZERO キッズ ● ● ● ● ● 

 

 

・ ワークショップ 
・ 企画会議（プロデューサー、ディレクター、運営委員の一部が参加する会議） 
・ 子どもの参画を実現するためのワークショップ 
・ 子ども会議（子どもたちの企画会議） 
・ 運営委員会（運営委員による、イベントの運営に関わる会議） 
・ 全体会（大人、子ども全員） 



・ 交流会（参加団体を含めた会） 
・ 設営作業 
・ その他 

日時 場所 内容 
2006.7/25   

8/31   
8/2   

8/14   
8/16   
8/18   
8/29   

9/3   
9/24   
10/4   

10/18   
10/27   
11/10   
11/12   
11/17   

12/1   
12/10   
12/13   
12/23   
12/29   

2007.1/8   
1/9   

1/17   
1/20   
1/21   
1/28   
1/31   

2/1   
2/4   
2/5   
2/6   

2/16   
2/19   
2/21   
2/23   
2/25   
2/28   

3/4   



3/7   
3/11  

 
3/12   
3/13   
3/16   
3/18   
3/19  

 
3/20   
3/21   
3/22   
3/23   
3/24   
3/25   
3/26   
3/29   
4/13   
4/14   

4/18   
4/29   

 
 →巻頭グラビア写真参照 

 
3/24（土）  
 
★ブース展示、キッズカフェ、キッズコースター 
10：00～18：00   
★ パフォーマンス、ワークショップの実施 
10:00～  
    
11:00～  
    
12:00～  
12:30～
13:00～  
13:30～  
14:30～  
15:00～キッズタイム（ミステリーマンション、キッズ遊園地） 



17:00～歌とギターとテルミンと（のぐちひろし＋鳥音）  
 
                                                 
3/25（日）  
 ★ブース展示、キッズカフェ、キッズコースター 
10:00～13:00  
★ パフォーマンス、ワークショップの実施 
9:30～12:00  
10:00～  
12:00～ 
12:45～  
13:00～   
★フォーラムの開催            
14:00～16:30   「こども・まち・アート」 フォーラム  
        コーディネーター：          
        パネラー    ：

16:30～17:00   クロージングライブ 
               歌：
             ピアノ：
            テルミン：
      

 
プロデューサー：
ディレクター：
アシスタント・ディレクター：
運営スタッフ：

アドバイザー：
協力：



の概要 
 
参加者(発言順・敬称略)  

○   中埜  博（案内人、コミュニティ・プランナー） 
 大多和 勇（演劇企画くすのき主宰） 
 鳥越けい子（聖心女子大学教育学科教授） 
 目黒  実（九州大学ユーザーサイエンス機構特任教授） 
 柄田 明美（ニッセイ基礎研究所芸術文化プロジェクト室研究員） 

 

 
 
 
 
 
 
 
フォーラムの要旨 
 
１）各パネリストから、各自の専門分野を通じて「こども・まち・アート」のかかわり
について話していただいた。 



２）次に、今回２日間だけ開催されたキッズ・ミュージアム（チルドレンズ・ミュージ
アム）を今後常設施設としていくことの可能性について討議が行われた。 

 

３）一方、会場からは NPO の運営に対する行政の支援施策の限界、ボランティアの担
い手の負担が過重であることなどの問題提起がされ、それに対しての討議も行われた。 

４）フォーラムの中盤からは客席の参加者からも活発な発言がされ、行政従事者、こど
ものアート活動に係わる立場、親としての立場、それぞれからの意見や質疑が交わされ
た。 
 
５）また、特にパネリストの目黒さんからは、実際にチルドレンズ・ミュージアムの企
画運営に携わる立場から、「チルドレンズ・ミュージアムとは？」ということについての
さまざまな観点からの概念が解説された。 
 
６）最後に結びとして、コーディネーター（案内人）の中埜博さんより、「こどもたちの
居場所づくりへ向けては、ネットワークづくりが必要であり、今日はそのための第一歩」
とのコメントでしめくくられた。 
 

※ 資料編の「こども・まち・アート」フォーラム抄録をぜひご覧ください。 



 
 
① 子ども、アートに関わる団体同士がお互いの活動を知る機会となり、つながりができ

た。 
 

                                                 
② 子どもたちが企画した夢の場所が、たくさんの大人の力も借りて実現した。 

        
③ 子どもの参画による居場所の実現と、芸術文化によるネットワークづくりを、多くの

区民にアピールし理解を得ることができた。 

 
 
 
 



 
 

 
（１） 子どもがつくる子どもの居場所 
（２） いつも溜まれて、寄れる場所 
（３） 「アート」は有効なコミュニケーションツール 
 

 

 
（４）ネネットワークの必要性 
 
      

 

 
 
（５）キッズカフェの可能性 
 
      
 





 2006.11.12 
 
★自分たちが一番楽しいと思う夢のアイランドを
グループで、目に見える形に描きました。 
 

2006.12.23 
 
 
 
 

まず自分の夢の場所を頭の中に描き、それから絵にしました。 
みんなから出たアイディアをグループ毎に３つに絞り、３つの
夢をそれぞれの島に貼って、相談しながらふくらませていきま
した。島の形や道も描いて、キッズアイランドが生まれました。

５年生以上のグループ

大人のグループ

４年生までのグループ

ダンボールで会場の模型をつくりました。 
どこに何をつくろうか？考えて、壁に絵を描いたり、写真を切
り抜いて人の形をつくって立ててみたりしました。 
紙に描いた夢を立体にしていきました。

★自分たちの描
いた夢を具現化
していこう！

資料 1：子ども会議（ワークショップ）風景



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料2：子どもワークショップの進行







           

夢のキッズミュージアム
キッズ企画会議

２００６年１２月２３日（土）１３：００～１６：００

■ 目標
・ １１／１２のワークショップ「キッズアイランド列島」で、自分たちが出した夢を

一部具体化していこう！
・ 「どうしたら私たちが考えた夢の島」の一部を、この会場（なかの 西館美術

ギャラリー１，２階）に実現できるか・・・・
「パノラマ」をつくって考える。

・ これは、次回のワークショップ「原寸設計」企画の元になります。

■ 進行
13:00   前回のグループにわかれて座る 
13:10～  ダンボールで舞台（かんたんな会場）づくり 
14:00～ 
１）まず、内側に紙を貼って、背景を考える。
  ラフに描きながら貼っていって、作りながら考える
２）写真を切り抜いて、人の形をつくって立ててみる
３）各グループで、自分たちの考えた夢を紙で作って立体にしていく
  ※注：人とくらべてだいたいの大きさをみて決定！
     部屋全体の入り口、階段、踊り場も一緒に考えましょう。

４）もとの「夢」をここにどうやって実現するか？が大切
  ・全部実現しようと思わないでいいよ。一部でいいよ。

・ 一番楽しそうな、一番おもしろそうな、自分がやってみたいこと

資料 3：子ども会議（12/23 ワークショップ）進行



「こども・まち・アート」交流見本市           

夢のキッズミュージアム
★いつやるの？ 
 みんなでつくる期間    ３月２１日、２２日、２３日
 お客さんにきてもらう日  ３月２４日（土）２５日（日）
 かたづける日       ３月２５日の夜と３月２６日（月）

★どこでやるの？
 なかの 西館美術ギャラリー１階と２階

★ 何をやるの？
大人もこどもも、みんなが自分たちで考えた企画を実現する
その企画をほかの人にも楽しんでもらえるものにする
みんなを楽しい気持ち、幸せな気持ちにする
こどもとアートのパワーで、みんなを元気にする

 

 

 

 

ワークショップ
コンサート

展示

休む？？
あそび



● ●１階ギャラリー 

 
中国の田舎では、ひとりの客人のために、町じゅうの路上に長いテーブルを出して 
おもてなしをするそうです。 
 
今回、段ボール製の「細長いテーブル」を全員でつくります。 
この巨大テーブルは、ミュージアムに来てくれるお客さまをもてなすテーブルであり、 
参加者の「展示ブース」であり、 
観客席でもあり、また舞台装置でもあります。 
みんな床に座ってしまいましょう。だからテーブルは低くていい。 
座る人の目線で、会場が見渡せるように。 
壁を見渡せば、子どもたちが描いた「森」がみえるはずです。 
２階から、たまに、シューターにのって、 
仮面をつけた「まれびと」がやってくるかもしれません。 
 

 
みんなでつくるテーブルのまんなかに大きな「木」があります。 
吹き抜け全体をおおうような枝ぶりです。 
枝からぶらさがるいろんな、本物の果実、お菓子、葉っぱ・・・ 
 
最初に、 
木の幹をぐるっと囲むようにカウンターをつくります。これだけはオトナの仕事。 
みんな、必ずこのカウンターにつながるように 
テーブルを継ぎ足し継ぎ足し作っていきましょう。木が枝をのばすように、 
参加するグループは、 
まず自分の座る場所を決めてから、段ボールを切ってテーブルをつくります。 
作ることに参加できないひとのスペースは、子どもたちがテーブルを作ってしまいます。 
 
このテーブルのうち大人の座るところは、 
自分たちの宣伝物の展示ブースとしてつかうことができます。 
小さな区切り壁をたててもかまいません。 
 

資料 4：ワークショップからデザインされた会場案



作る途中ででた切りはしは、みんな捨てないで床に落ちている。それでかまいません。 
来たひとは、誰でも、テーブルの一部を作って帰る。何か描いてもかまいません。 
つくる道具と材料は、端に置いてあります。 
いつも「工事中」。それでかまいません。 
 

 
夕方になると、舞台照明が灯されます。 
この会場は、「子供の領土」のひとつのかたちとして、記録に残されます。 
枝にぶらさがったお菓子、プレゼントは、最終日にみんなのおみやげとなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

お菓子のなる
  大きな木

みんなで作るテ
ーブル（団体の
ブースのかわり
となる）

こどもたちが描
く壁画は森の中

会場受付

入り口

ここからまれび
とが降りてくる

１階 ふしぎ森
●ブース
それぞれがダンボールで作ったテーブル
● 壁面
３面は森の絵（こどもが製作）
１面は森の掲示板（各団体の紹介パネル、ポスター等）
● 大きな木
● パフォーマンス、ライブ



● ● 中２階 
11 月の「こども・まち・アートの力」ワークショップでは、 
子どもとオトナ、それぞれが、「私の大好きな場所」「行きたい場所」「あったらいいな、こんな
場所」を思い浮かべ、絵に描き、夢を語り合いました。 
 
お母さんたちは子育てに少し疲れているようです。 
オトナだけでゆ～っくりできる場所がほしい。 
でもやはり、子どもたちの安全を見届けられる場所がいい。 
 
そんなイメージも実現したいので、このカフェを作ります。 
いろいろな NPO のひとたちの活動記録が窓に映るようにします。 
ここにブースを出してもかまいません。 

 

 

 

 

 

 

 

● ● ２階ギャラリー 
 ２階は、未知なる空間です。普通の部屋で、普通の人間が、何か、訴えたり、映像を使って発
表をしたり、しているようですが、部屋いっぱいに星空が写っていたりもします。なんとも、不
思議なへやです。壁の絵は、よる、ひる、あさの空の絵のようです。   
 何にもない部屋のようですが、 よく見ますと、怪しげな入り口と出口があって、まるで、む
かしはやった、芝居小屋のような、お化け屋敷のような雰囲気の変なところがあります。 
 入ってみると、段ボールで作った迷路という感じです。通りの途中に何度か、隠し扉があって、

中２階 雲の上の
キッズカフェ
●休憩スペース
●時にはパフォーマ
ンスも行う
● 一部写真展示
● コスプレ写真館



だんだん怪しい場所へ、導かれてしまいます。 なんと、ここは、本当は、まれびとたちの、住
処らしいのです。表向きは、迷路や、お化け屋敷のような形ですが、じつは、それはまやかしな
のです。たまに、まれびとのてが伸びてきたり、部屋のすみに、じっとうずくまっていたり、長
い髪で、人間の顔を食べるへんな生き物もいますが、こわがらせて、まれびとの住処に、人間が
あまり近づきすぎないように しているだけですから、こわがることはありません。でも。皆さ 
ん、ここでの体験は誰にもしゃべってはいけません。しゃべったりすると、あなたのこれからの
人生に恐ろしいことが、起こる可能性があります。そして、しゃべらないと誓わないと、永遠に
この迷路から出られません。一つだけ、いいお話をします。この迷路の形をした、まれびとの住
処を訪れると入り口で不思議な手形をもらえます。それはまれびとたちからの秘密のプレゼント
ですから、それも秘密にして、おかなければなりません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● ● 
虹をわたり、雲をこえてそらへとつづく階段。 
ここはまたあるときは「舞台」にもなります。
 
 

２階 異次元空間
● 迷路のお化け屋敷
● 空の遊園地
● プロジェクターを使っての

上映会
● パフォーマンススペース



＊ブース設営  できるだけ、自分のテーブルの設営（3/21）に一緒に関わってください。 
         （全期間でなくても可、3/22,23 も可能です） 
        →一緒につくる作業をすることから、つながりましょう！ 
        3/21 は、作業終了後の 6 時～交流会を予定しています。 
＊展示物    パネル展示、団体のリーフレットを置く、著作物を販売など 
＊実演、パフォーマンス  企画会議で時間と場所の調整をします。 
＊参加資格   特にありません。芸術文化団体に限りません。こどもたちの未来を少しで 
        もよくしたいと思う気持ちがあるならば、どなたでも歓迎いたします。 
＊費用         ブース設営の基本的な材料費は当会で負担します。持ち込み資料など 
                      は各自で準備してください。販売や展示は自由です。 
＊謝金     ブース、展示、実演者への当会からの謝金は原則としてありません。 
＊説明会   2/25（日）午後 3 時～4 時 なかの ZERO 西館美術ギャラリー１ 
＊その他   協力団体名は、イベント広報用のリーフレットに記載します。 
 
 
参加申込書 （2/     までに、ＦＡＸ、メール、郵送でお願いします） 
 
団体名（個人名） 

 

 
ブース 

 
 希望する ・ 希望しない 

 
設営（テーブルづくり） 

 
 参加できる（    日  時～  時）・ 参加できない 

 
販売 

 
 する（何を？            ）・しない 

 
パフォーマンス 

 
 する（何を？            ）・しない 

 
 
 

具体的に時間や場所などの希望があれば書いてください。 

 
説明会 

 
 参加する ・ 参加できない 

 
連絡先 
 

   〒 
住所 
電話番号            ＦＡＸ 
E メール 
担当者：          
  

資料 5：参加団体への呼びかけ



資料 6：参加団体スケジュール
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資料 7：感想から
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◆案内人：中埜 博（なかの・ひろし） 

◇大多和 勇（おおたわ・いさむ） 

 
◇柄田明美（つかだ・あけみ） 

 
◇鳥越けい子（とりごえ・けいこ） 

 
◇目黒 実（めぐろ・みのる） 

 

資料 7：3/25「子ども・まち・アート」フォーラム講師陣プロフィール



 

 

 

 柄田 明美（ニッセイ基礎研究所芸術文化プロジェクト室研究員）

資料 9：3/25「子ども・まち・アート」フォーラム抄録









持続可能なキッズ・ミュージアムはできるか？ 









チルドレンズ・ミュージアム

リ・デザインで素敵なものにつくりかえる 



扉を開けて、大人はこどもの世界に、こどもは大人の世界へ入って行く 

話し合い、いろいろなものが生み出される「場」、それがミュージアム 

大人とこどもが一緒になにかをつくり出していく場所、「自分たちにとって味方と思える
ような空間」、そして「計画的につくられるもの」、それがチルドレンズ・ミュージアム。

そしてそこで働く大人たちが素敵だということ 



いろいろな大人の居場所でもあるのがいい。 

好きなこと、でも世の中の役に立つことなら何をやってもいい。パートナーや親友をたくさんつ
くって、一緒においしいものを食べればいい。 



♪会場からの声♪ 





 
＜プログラム＞ 
 
●ハッピー!ハッピー！ラッキー！！（詞：ZERO キッズ＋佐々木香 曲：谷川賢作） 
●青空の階段（詞：藤真知子 曲：谷川賢作） 
●見えない翼（詞：佐々木 香 曲：長倉鈴恵） 
●ふるさと（詞：高野辰之 曲：岡野貞一） 
●Across the Road（詞：佐々木香 曲：谷川賢作） 
● Make a Wish（詞：佐々木香 曲：谷川賢作） 
 
 
 
 
 
◇谷川賢作（たにかわ・けんさく）プロフィール 

資料 10：クロージングライブ

＜演奏＞ 
うた：ZERO キッズと仲間たち 
ピアノ：谷川賢作 
テルミン：鳥音 



■ ■ 

ZERO  

Children

Community

Culture

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 11：ZERO キッズプロフィール

2006 活動より 茨城県常陸大宮市 
        特別養護老人ホーム「みわ」で交流 

文部科学省委託事業 文化体験プログラム支援事業 
「キッズミュージアム」でクレイアニメを制作 





      


